


位置 愛知県南東部
市域面積 １６０．７５平方キロメートル
人口(10月末現在) 約１８５，６９０人

最近の市町村合併の状況

平成１８年２月 宝飯郡一宮町と合併
平成２０年１月 宝飯郡音羽町・御津町と合併
平成２２年２月 宝飯郡小坂井町と合併
５年間で３回の合併を行い現在にいたる。



�検討前の市のバス路線は合併前の状態のまま
であること

旧豊川市 北部線

旧音羽町 音羽地区コミュニティバス

旧御津町 御津地区福祉乗合タクシー

旧一宮町 一宮健康福祉センター送迎バス

※それぞれの地区で独自に運行されており、料金
体系や運行日程が異なって運行されている。

※それぞれの路線が接続されていない。



平成21年２月 豊川市地域公共交通会議設置

平成２1年8月 「公共交通に関する市民アンケート

調査」の実施

送付実績 4,150世帯

約9,660人

有効回収数 3,044人

有効回収率 31.5%

平成21年10月 バス利用者アンケート調査の実施

配布実績 466人

有効回収数 216人

有効回収率 46.4%



平成22年2月 地域での意見交換会の開催

中学校区ごとに9会場で実施

平成22年3月 「公共交通に関わる基本的な考え

方」の策定

平成22年6月 小坂井地区市民アンケート調査の

実施

送付実績 1,700世帯

約3,400人

有効回収数 892人

有効回収率 26.2%

平成22年11月 地域での意見交換会の開催

中学校区ごとに10会場で実施



平成23年1月 「豊川市地域公共交通総合連携計

画」案の作成

平成23年2月 「豊川市地域公共交通総合連携計

画」案パブリックコメントの実施

平成23年2月 「地域公共交通総合連携計画」案に

関する地域説明会の実施

市内6会場で実施

平成23年3月 「豊川市地域公共交通総合連携計

画」の策定

平成23年6月 基幹路線6路線、地域路線3路線の

運行計画案の策定



平成23年8月 コミュニティバスシンボルキャラクター

の募集実施(応募件数82点)

平成23年10月 運行計画に関する地域説明会の

実施

中学校区ごとに10会場で実施

平成23年10月27・28日

試験運行の実施

平成23年10月31日

運行開始式の開催

平成23年11月1日

基幹路線6路線、地域路線3路線の

運行開始





将 来 像
市域全体を一体化し、
みんなで支える

公共交通ネットワークづくり

基本方針①
市域全体の一体性を高
める路線と地域に合っ
た路線を、それぞれの
役割に応じたサービス
で導入

基本方針③
行政、交通事業者、市
民・地域・利用者が、
それぞれの役割により
協働で公共交通を支え
る仕組みづくり

基本方針②
公共交通の利便性を高
め、移動制約者が移動
しやすい交通体系

基本方針④
定期的な公共交通の評
価の実施、継続的な路
線の見直し・改善



① 鉄道や民間バス路線と連携し、各路線の役割分担を
明確にして公共交通ネットワークをつくります

② 人口や施設の分布状況により、市域をいくつかのエリ
アに分けて路線をつくります

③ 市民の移動ニーズやまちの活性化など、目的に合っ
た路線とします

④ 地域特性や需要に応じた交通システムを採用します

⑤ 利用しやすい料金体系にします

⑥ 地域で必要な路線の運行確保は、地域主体とします

⑦ 公共交通利用促進に繋がる様々な取り組みを行いま
す



・目標の達成度を測るため、４つの数値目標を設定し
ます。

・個々の目標達成度合を総合的に評価して、目標達
成のために行う事業の改善に反映します。

目 標

数 値 目 標

短期３年後
(Ｈ２５年度)

中期６年後
(Ｈ２８年度)

長期１０年後
(Ｈ３２年度)

目標１
市内を運行するバス路線の利
用者数の増加

９万人/年 １１万人/年 １３万人/年

目標２
公共交通の利便性の市民満
足度の向上

４８％ ５０％ ５２％

目標３
地域主体で検討したバス路線
の運行実施地域数の増加 ４地区 ５地区 ６地区

目標４
市内を運行するバス路線の収
支率の向上

１３％ １５％ １７％



・交通結節点を軸にしながら、路線の役割を広域路線
、基幹路線、地域路線に区分し、市域全体の公共
交通ネットワークをつくります。

区 分 役 割 対 象

広域路線 市内と市外を結ぶ路線で、広域的な移動
の役割を担う路線。
鉄道と民間バス事業者が主体となって運
行。

・ＪＲ東海道本線・飯田線
・名鉄名古屋本線・豊川線
・豊鉄バス新豊線
・名鉄バス東部西浦豊橋線

基幹路線 地域の拠点を相互に連絡する役割を担い、
市内の交通結節点と主要施設を結ぶほか、
広域路線への接続を担うバス路線。

・行政が検討

地域路線 小中学校区のエリア程度の地域内を運行
し、広域路線や基幹路線の交通結節点へ
の接続を担うバス路線

・地域においてそれぞれの地
域が検討

交通結節点 異なる公共交通手段や路線の乗り換えの
ための役割を担う場所
行政と交通事業者などが協力して確保

・市役所や各支所付近
・市街地の主要施設
・主要な鉄道駅



・短期計画では、通院、買物目的などの日中の移動に
対応した実証運行を開始します。

・中長期計画では、通勤・通学目的も利用対象として
拡大し、適切なサービス水準を確保していきます。

・実証運行時の基本的考え方

・運行ルート：移動ニーズの骨格に合わせて設定

・運行時間帯：７：３０～１９：００

・運行本数：１～２時間に１本

・運行車両：小型バス、又はジャンボタクシー

・料金体系：公平な料金負担の設定





・地域住民が移動手段の必要性を認識し、その確保と
活用に向けた地域住民の主体的な取り組みにより、
準備が整った地域から順次実証運行を開始します。

・地域の役割

・(仮)地域協議会の立ち上げ、(仮)地域協議会が主体となっ
た地域路線の検討

・継続的な地元意見の収集・集約、関係機関との意見交換の
実施

・行政の役割

・積極的に取り組む地域に対する情報提供や助言

・地域路線の運行に必要な事務手続き、関係機関との調整

・地域路線の運行維持のための運行経費の負担



・運行経費の負担は上限を設け、地域路線はその範囲
内での計画を基本とします。

運行経費の上限 年１，０００万円

・運行の効率性を見る指標として、収支率の目標値を
設定します。

収支率の目標 １５％



・事業期間におけるＰＤＣＡサイクルは、以下の

スケジュールで実施します。

短期計画 中長期計画

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

公共交通会議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

日常的利用者数調査 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

詳細利用者数調査 ● ● ● ● ●

利用者アンケート ● ● ● ● ●

市民アンケート ● ● ●

計画の評価 ● ● ●

計画の目標数値見直し □

基幹路線の評価 ● ● ●

基幹路線の改善 □ □ ● □ □ ● □ □ □ ●

地域路線の評価改善 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □





延長
(㎞)

所要時
間(分)

往復運
行本数

車両
台数

使用車両

豊川国府線 １０．４ ４０ ７
１ 小型バス

豊川養護学校経由 ２．５ １０ ３

一宮線 ９．０ ２５ ４ １ 中・大型バス

千両三上線 １１．３ ３５ ６ １ ジャンボタクシー

ゆうあいの里小坂井線 １４．５ ４５ ５．５ １ ジャンボタクシー

音羽線 国府駅止まり ９．０ ４０ ４
１ ジャンボタクシー

市役所直通 １７．５ ７０ ４

御津線
国府駅止まり ５．９ ２０ ４

１ ジャンボタクシー
市役所直通 １４．４ ５０ ４





・市の中心部までは、各地区から同じ料金で利用できるようにします。

・市内を東西２つのゾーンに分けるゾーン制の料金体系とします。

・市の中心部の「豊川体育館前バス停」でゾーンを分けます。

・料金設定

・初乗り：２００円、ゾーンをまたぐ場合：１００円加算

・片道料金の最大は３００円となります。

・２路線以上を乗り継いでも同じゾーン内のみの場合は
２００円となります。



乗継券発行バス停

音羽線

御津線
ゆうあいの里

小坂井線

千両三上線

豊川国府線

あかね児童館

グリーン

ヒル音羽

西小坂井駅

ゆうあいの里

豊川駅前

三上地区

市民館

上千両集会所

西ゾーン

国府駅

豊川養護学校

音羽地区

地域路線

東ゾーン

豊川
体育館前

市役所

赤坂台上

音羽支所 ひまわり

農協音羽

大林

２００円 ２００円
＜１つのゾーン内の利用＞

３００円

＜２つのゾーンをまたいだ利用＞

豊川
市役所前

市民病院



音羽地区地域路線の概要

地区名 音羽地区

地域協議会
名称 音羽地域公共交通運営協議会

設立年月日 平成２２年１１月２４日

バス停数 ２２か所

所要時間 約４０分

走行距離 １２㎞

運行日 毎日

運行本数 ７．５本

使用車両 ジャンボタクシー(１０人乗り)

料金 ２００円



御津地区地域路線の概要

地区名 御津地区

地域協議会
名称 御津地域路線運営協議会

設立年月日 平成２２年１２月１４日

バス停数 ３５か所

所要時間

①金野・北部小線 約１５分
②金野・豊沢線 約３５分
③赤根・大草線 約４０分
④下佐脇・御馬線 約４０分
⑤上佐脇・広石線 約２５分

走行距離
① ６．１㎞ ② ６．７㎞ ③ １４㎞
④ ８．３７㎞ ⑤ ９．８㎞

運行日
① 月～金曜日 ②③ 月、水、金曜日
④⑤ 火、木、土曜日

運行本数 ① １本/日 ②③ ６本/日 ④⑤ ６本/日

使用車両 ジャンボタクシー(１０人乗り)

料金 １００円



一宮地区地域路線の概要

地区名 一宮地区

地域協議会
名称 一宮地域公共交通運営協議会

設立年月日 平成２３年２月２４日

バス停数 ３８か所

所要時間 ①東回り 約４４分 ②西回り 約５５分

走行距離 ① ２０．８５㎞ ② ２２．９７㎞

運行日 火、水、木、土曜日運行

運行本数 ①② ４本/日

使用車両 ジャンボタクシー(１０人乗り)

料金 １００円



バス停への工夫

バス停のヘッドパネルを車両の形とするとともに、ピン
ク色に統一



コミュニティバスのシンボルキャラクターの設定

キャラクターをバス車体、バス停、時刻表などに活用
し、市民の方々に親しまれるよう工夫をしています。



運行するバスのラッピング

各路線が色で識別できるようにするとともに、市の花
をデザインに加え、乗って楽しい車両をめざしていま
す。



地域路線の車両の名称やラッピングデザインについ
ては、地域で検討しました。

地域路線の名称

音羽地区 つつじバス

御津地区 ハートフル号

一宮地区 本宮線のんほい号





路線について

・新市民病院開設に伴う、広域路線も含めた基幹路線
の運行経路の検討

・利用状況や利用者の要望把握による路線変更検討

・市民要望による路線延長などの検討

運賃について

・回数券などによる利用者の利便性の向上

・新たな支払い方法についての検討

運行時間、運行本数について

・利用状況の把握による運行時間や運行本数の検討


